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い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
建
物
の
段
差
を
解
消

し
た
り
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
こ

と
や
、
窓
口
で
障
が
い
の
あ
る
人

の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
、
読
み
上
げ

な
ど
）
で
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
提
供
し
な
い
こ

と
が
差
別
に
あ
た
り
ま
す
。
た
だ

し
、
段
差
の
解
消
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
移

動
の
手
助
け
を
す
る
な
ど
、
障
が

い
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

た
変
更
や
調
整
な
ど
を
、
お
金
や

労
力
な
ど
の
負
担
の
か
か
り
す
ぎ

な
い
範
囲
で
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
は
す

で
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
践

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
注
意
し
た
い

の
は
、
人
を
思
い
や
っ
て
手
を
差

し
伸
べ
て
あ
げ
る
思
い
や
り
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
と
同
等
の
権
利
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て
接

す
る
合
理
的
配
慮
を
よ
り
一
層
広

め
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
な
の
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
社
会
参
加
を
し

た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
障
害
者
権
利
条
約
で
は
、
合
理

的
配
慮
に
つ
い
て
「
障
害
者
が
他

の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全

て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享

有
し
、
又
は
、
行
使
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当

な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特

定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
均
衡
を
失

し
た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な

い
も
の
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て

じ ん
け ん
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シリーズ障がい者への

　　　　　差別解消を求めて
問い合わせ先 本庁舎人権推進課  0857-20-3143  0857-20-3052

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　
２
０
０
６
年
12
月
、「
障
害

者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」（
障

害
者
権
利
条
約
）
が
国
連
に
お

い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

条
約
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
に
新
し
い
権
利
を
保
障
し

た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
一

員
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
生
活

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
日
本
で
は
、
ま
ず
障
害
者
基

本
法
の
改
正
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
成
立
な
ど
、
諸
制
度
の

改
革
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

２
０
１
３
年
６
月
、
差
別
を
禁

止
す
る
法
律
と
し
て
「
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」（「
障
害

者
差
別
解
消
法
」）
が
制
定
さ

れ
（
２
０
１
６
年
４
月
１
日
施

行
）、
条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
全
て
の
国
民
が

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人
格
と

個
性
を
お
互
い
に
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
、
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

を
推
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障

が
い
を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
入
店
を
拒
否
す
る
こ
と
な

ど
の
「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と｢

合
理

的
配
慮
の
不
提
供｣

の
２
種
類
の

差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
『
合
理
的
配
慮
』

　
例
え
ば
、
階
段
の
あ
る
駅
の
ホ

ー
ム
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
け
れ

ば
車
い
す
を
利
用
す
る
人
は
電
車

に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
耳
の
不
自
由
な
人
が
研
修
会

に
参
加
す
る
と
き
に
、
手
話
通
訳

や
要
約
筆
記
が
な
け
れ
ば
、
講
演

の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、

情
報
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
結
果
的
に

　
今
年
４
月
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

人
が
「
障
が
い
の
あ
る
人
を
差
別
し
て
は
い
け
な
い
」「
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
差
別
を
な
く
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
何
が
差
別
に
あ
た
り
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
何
が
求
め
ら
れ

る
の
か
に
つ
い
て
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
や
「
障
害
者
権
利
条
約
」

か
ら
考
え
ま
す
。

●障がいを理由とする
　不当な差別的取扱い（例）

障 が い を 理 由 と し て、
サービスの提供や入店を
拒否してはいけません。

N O

●合理的配慮（例）

研修会などで手話通訳を
つけたり、車いすを利用
する人が乗り物に乗り降
りするときの手助けをする
ことなどが求められます。

■制限の対象となる補助金、貸付金、融資など
名　称 担当課 電話番号 名　称 担当課 電話番号

福祉施設等整備促進資金貸付金
高齢社会課

0857-20-3451 ビジネスマッチング支援事業補助金

企 業 立 地・
支援課 0857-20-3223

地域介護・福祉空間整備事業補助金 0857-20-3454 中小企業海外展開支援事業補助金
地域医療介護総合確保基金事業補助金 企業立地促進補助金
食品加工産業育成事業補助金

経 済・ 雇 用
戦略課

0857-20-3249
情報通信関連企業立地促進補助金

環日本海等アンテナショップ支援事業補助金 大量雇用創出補助金
ふるさと産業規模拡大等事業費補助金 農地流動化加速的推進事業助成金 農業振興課

生産流通振興室 0857-20-3238小規模事業者経営改善資金利子補助金

0857-20-3222
創業チャレンジサポート事業補助金 街なか空き家改修支援事業補助金 中心市街地整備課 0857-20-3278
大型空き店舗入居促進補助金 空き家等除却事業補助金 建築指導課 0857-20-3282
新規創業・開業支援事業補助金 水洗便所改造資金融資あっせん 下水道経営課 0857-20-3304
まちなか・コミュニティビジネス支援補助金 合併処理浄化槽設置整備事業補助金 0857-20-3923
障がい者雇用奨励金 0857-20-3134 自然エネルギー等導入促進事業費補助金 生活環境課 0857-20-3218
観光産業育成支援事業補助金 観光戦略課 0857-20-3227 低公害塵芥車導入促進事業補助金 0857-20-3217

■現行どおりの制限とする事業
名　称 納付状況を確認する税・料など 担当課 電話番号

助成金の交付 国民健康保険人間ドック事業 国民健康保険料 保険年金課
健診推進室 0857-20-0320国民健康保険脳ドック事業

委任払い 国民健康保険高額療養費委任払い 国民健康保険料 保険年金課 0857-20-3482

資格の付与
競争入札参加資格認定

（建設工事等・物品の製造請負・購入など）
市税全般、消費税・地方消
費税 検査契約課 0857-20-3148

市営住宅入居者資格 市税全般 建築住宅課 0857-20-3291

融資の実施

中小企業小口融資 市税および国民健康保険料

経済・雇用戦略課 0857-20-3222

小規模事業者融資

市税全般

経営安定支援借換資金
創業支援資金
新事業展開資金
中小企業経営安定化資金融資
中小企業取引安定化対策資金

「地産地消の店」支援資金
経営体質強化資金
地域経済変動対策資金
災害等緊急対策資金
経営再生円滑化借換特別資金
新規需要開拓設備資金
企業立地促進資金融資 市税全般 企業立地・支援課 0857-20-3223

法令による制限

介護保険給付 介護保険料 高齢社会課 0857-20-3452
国民健康保険 被保険者証

（短期被保険者証の交付） 国民健康保険料

保険年金課

0857-20-3485

高額療養費限度額適用認定証 0857-20-3482
後期高齢者医療保険 被保険者証

（短期被保険者証の交付） 後期高齢者医療保険料 0857-20-3487
後期高齢者医療高額療養費などの支給
給水停止 簡易水道料金 農村整備課 0857-20-3241
給水停止 水道料金 水道局料金課 0857-53-7923

■対象者　個人、法人または団体
■納付状況を確認する税・料など

① 市税、② 国民健康保険料、③ 後期高齢者医療保険料、④ 介護保険料、⑤ 保育所保育料、⑥ 下水道使用料、
⑦ 下水道受益者負担金

　本市では、財政の健全化と市民負担の公平性、公正な市政運営を図る観点から、滞納者を生み出さな
い取り組みを行っています。
　その方策の一つとして、市税などの滞納者の入札参加、市営住宅入居申し込みなどに制限を行ってい
ますが、改めて補助金、貸付金、融資などの制限について整理し、今年度からは次のとおり実施するこ
とになりました。

問い合わせ先 駅南庁舎債権管理課  0857-20-3435  0857-20-3403

市税などの滞納者に対する
補助金などの制限について

障がい者差別に関する相談はこちらまで
　駅南庁舎障がい福祉課  0857-20-3474  0857-20-3406
　中央人権福祉センター  0857-24-8241  0857-24-8067


